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登録リスト（該当：216件）
  ≪  1  2  3  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 真田街道へ]	真田街道へ	真田街道ののれんが立ち並んでおり、暗い中でも
目立っていました。
交差点付近に石碑が建てられており、
車通りの多い道路がすぐそこにあって騒がしい感じがしていたけれど、歴史を感じる静かな雰囲気がありました。

真田氏　祖父幸隆、父昌幸、兄信之が統治した地を結ぶ街道の通称で、江戸期には嬬恋村を通って高崎市方面へ抜ける街道を上州街道、信州街道と呼び、高崎市から沼田市を通って片品村、会津方面へ抜ける街道を会津街道(群馬県側の総称)、沼田街道(福島県側の総称)と呼んでいたとされています。

URL：https://www.city.ueda.nagano.jp/contents/sanadakaidou/	2021-12-15
	2	[image: 北向観音堂]	北向観音堂	厄除観音として知られる北向観音堂は、天長2年(825年)に比叡山延暦寺座主慈覚大師円仁(えんにん)によって建てられた霊場である。一度は源平争乱の中、木曾義仲の手によって八角三重塔と石造多宝塔を残し全焼してしまったが、建長４年(1252年)北条国時によって再興された。ここには、鬼女紅葉退治絵馬が飾られている。	2021-12-21
	3	[image: 上田駅お城口]	上田駅お城口	上田駅といえば、真田氏ゆかりの六文銭マークのイメージが強いと思います。駅前の広場には真田幸村の騎馬像もあります。馬にまたがる勇ましい姿が印象的です。
周辺には中国寧波市から寄贈された石刻獅子像や、上田駅再開発のモニュメントとして作られた水車などがあります。どれも上田駅のシンボルとして親しまれています。	2021-12-21
	4	[image: 《上田市に主力工業を置く企業③》東京特殊電線株式会社]	《上田市に主力工業を置く企業③》東京特殊電線株式会社	関連会社など(国内)：県内二つ・群馬
関連会社など(国外)：中国・インドネシア・フィリピン

主力製品：ケーブル
・高性能同軸ケーブル　(半導体テスタ、USB3.1 Type-C、次世代映像インターフェース、5G機器、Virtual Reality機器など)
・三層絶縁電線(車載用や、大容量サーバ用などの高周波、高出力トランス用途)
・耐熱電線(自動車・産業機器などの内部配線)
・極細合金線(各種コイル、電子部品、高周波部品など)
・高周波ケーブルアセンブリ(デジタル信号伝送用途など)
・ヒータ製品(採暖・加熱・保温・防露・霜取・育苗など)
・コンタクトプローブ(ICパッケージ基板・高密度プリント基板・半導体ウェーハ（プローブカード）の検査など)
・フレキシブルフラットケーブル(電気・電子機器内部の信号伝送や電力供給)


参考資料
東京特殊電線株式会	2021-12-20
	5	[image: [上田市に本社を持つ企業⑤]株式会社シーティーエス]	[上田市に本社を持つ企業⑤]株式会社シーティーエス	関連会社など(国内)：県内二つ・北海道・岩手・宮城・山形・福島・茨城・栃木・群馬・千葉・東京・新潟・富山・石川・山梨・岐阜・静岡・愛知・三重・京都・大阪・兵庫・広島・福岡・熊本・宮崎・鹿児島・沖縄

主力事業：ITインフラ・工事など
・デジタルデータサービス事業　(建設業向けクラウドストレージサービスを軸とした、建設現場向けITインフラシステムの提供)
・測量計測システム事業 
・ハウス備品事業(ユニットハウス・オフィス備品や空調機能などのレンタル、販売)
・環境安全事業(道路標示・標識等の交通安全に係わる事業と、公園施設等の環境安全に係わる事業)


参考資料
会社概要｜株式会社シーティーエス(https://www.cts-h.co.jp/company/data/) 株式会社シーティーエス　代表取締役社長　横島 泰蔵　　2021/12/13参照	2021-12-20
	6	[image: 鍛冶職人の世界]	鍛冶職人の世界	鍛冶職人を集めて住まわせた上田の鍛冶町では、1706年の記録によると、32軒の鍛冶屋があった。それが、明治末には半数以下に減少してきた。
一人前の鍛冶職人になるためには、親方のところに弟子入りして、一定の年季をかけて修行した。これを徒弟制度といいい、親方は弟子に厳しく技を仕込んだ。
鍛冶町の鍛冶屋では、桑こき、稲こきや馬耕用の犂先なども生産したが、回して開ける柏錠もよく作られた。	2021-12-15
	7	[image: 上田における交通の2大生命]	上田における交通の2大生命	上田における交通関係において車と電車って便利に動くなら欠かせないですよね。別所線が無くなったらものすごく困るみたいな人も多いんじゃないでしょうか。

これって欠かせないよねっていう要素がある状態の時、つまりそれを利用する人が割合で見ると多いんだと思います。
つまり、少なからずそれが何かしらの危機に陥ったとき｢守ろう｣という連帯感が生まれる根源になるとも言えます。

実際、鉄橋が被害を受けたとき(その時ここにはいなかったので現地がどうだったかは分かりませんが)、端から見てる分には重要な要素なんだなっていうのが伝わるぐらい連携しているように見えました。

血液というか血管というか、そういった循環器的な役割が確立されているとそこを中心に施策を考えたり出来る、つまりベースが定まっているので	2021-12-15
	8	[image: キャラクターがいると魅力的に感じる]	キャラクターがいると魅力的に感じる	別所線のキャラクターの｢北条まどか｣さんってちゃんとストーリーがあるみたいですね。僕は最初見たとき、あんまり言い方は良くないと思うんですけど看板として使われてる存在なのかなって思いました。

でもちゃんと調べてみるとしっかり練られたストーリーと立ち位置があるみたいですね。
長いのでここでは割愛しますがウェブで見られる絵本的なものもあるみたいですよ。

さて、このようなキャラクターがいることでどのような効果があるか。一瞬は目をとめますよね。さらに、ちょっと調べてみようってなったらその地域資源についても触れるきっかけになりますよね。そうやって輪を広げていくための役割を担えるのがキャラクターだと思っています。

ただ、ちょっと残念だなと思ったのが物語に触れるきっかけがあんまし見当たら	2021-12-15
	9	[image: ｢赤い鉄橋｣]	｢赤い鉄橋｣	今回はあの別所線の上田から城下間を結ぶ｢赤い鉄橋｣について書いていこうかなと思っています。

僕の印象では別所線の区間の一部という認識では無く、もう独立した名所という印象を受けています。

そう印象づけた原因はついこの間まであの橋は使えない状態だったのに別所線は運行していたからな気がします

豪雨によって被害を受けてしまった橋ですが、別所線は交通における車に並ぶ人権といっても差し支えないと思います。その一部が通れなくなりましたがなんとか復活してココだけがピックアップされたような状態の時にこっちに僕は来たもんですから、それがファーストインプレッションとしてすり込まれたんでしょうね。

たまにアリオに行くんですが、時々橋の写真を撮ってる人を見かけるのでそこそこの人気もうかがえます。	2021-12-15
	10	[image: 人が集まれる大きな施設]	人が集まれる大きな施設	突然なんですけどサントミューゼってすごいいいですよね
なんでかっていうと、入学式だったりで人を大勢入れられるキャパシティがあるから。

僕も入学式と講義で何度かお邪魔させていただいたんですが、大ホールの他にスタジオだったり練習室だったりいくつも部屋があるんですよね
しかも美術館も併設されてるから何度行っても飽きることが無い場所ですよね

集まれる場所って、一体感が生まれたり、そこを中心に網が広げるみたいなことが出来る｢拠点｣的な役割を果たしてくれると私は考えているので、地域資源の中で実は｢建造物｣っていうカテゴリでくくるなら城とかよりも重要な位置づけにあるんじゃないのかなって最近は思ってますね。	2021-12-15
	11	[image: 農家恐慌の実態（『西塩田時報』第1号(1934年10月1日)4頁）]	農家恐慌の実態（『西塩田時報』第1号(1934年10月1日)4頁）	この記事は、面白いというより読んでいて当時の農家の実態のひどさが印象に残ったから選んだ。
私たちは、様々な恐慌についても、過去の出来事として学んでいるがここに書かれたものだと、現実味があって当時の苦労していた様子がリアルに伝わってきた。
馬鈴薯を主食にして１日に一回位の米粒を口にするものは上乗とされているとか、僅かな塩で飢えを充たしているとか。このような時代があったことを知っておく必要があるし、みんなに読んで欲しいと思った。
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0579.jpg	2021-12-15
	12	[image: 鳥居峠]	鳥居峠	鳥居峠は、長野県の上田と群馬県の嬬恋村にまたがる山道である。
今の時期夜間はアイスバーンが起き、灯りもないので危険な時がある。
しかし、昼間で気温が上がっていれば走りやすい道でもある。
上田から温泉で有名な草津方面に行くためには山を越えないといけないが、東御市の方から超えるよりも鳥居峠を通った方が、運転の負担も少ないだろう。
日本百名山である四阿山への登山道もあるが、一般車では入っていけないようなので注意。	2021-12-01
	13	[image: 一番｢強い｣地域資源]	一番｢強い｣地域資源	長野大学って一番強い地域資源だと思うんですよ

強いってどういうことか？

地域資源って店だったり自然、史跡って感じで色んなものがあるんですけど、1つだけ絶対に関わっている要素があるんですよ。
それは人です！

それをたくさん抱えている大学という組織は地域において強い力を持っていると思うんですよね


カードにするならユニットの強化系ですかね～	2021-11-22
	14	[image: 地域キュレーション「上田探検」2021]	地域キュレーション「上田探検」2021	信州上田学A（2021年度後学期）の地域キュレーション課題「上田探検」に取り組んだ学生たちのアウトカムをご紹介します。

	上田とコンテンツツーリズム (りった)
　上田の観光事業への取り組みを知り、よりよい策を考える。
	別所温泉めぐり (あゆ)
　別所温泉街を巡り、気になるスポットを撮影する。
	塩田平をめぐる (オガサカ)
　別所温泉がどのような場所であるのか、歴史的背景や、地理的な側面から見たい。
	上田の歴史にふれる (崔)
　昔の上田は何があって、何をしていたのかを探求し今後の活動に活かす。
	

	2021-11-17
	15	[image: あいそめの湯③]	あいそめの湯③	あいそめの湯(別所温泉)の泉質について調べた。
別所温泉の泉質は、硫黄泉であり、アトピー性皮膚炎、尋常性乾癬、慢性湿疹、表皮化膿症、筋肉若しくは関節の慢性的な痛み又はこわばり（関節リウマチ、変形性関 節症、腰痛症、神経痛、五十肩、冷え性、末梢循環障害、胃腸機能の低下、軽症高血圧、糖尿病、高コレステロール血症などの効能がある。硫黄泉で有名なところと言えば群馬県万座温泉、新潟県月岡温泉などがある。	2021-11-16
	16	[image: どうして｢地域資源｣で｢遊ぶ｣の？]	どうして｢地域資源｣で｢遊ぶ｣の？	こんにちわ！
突然ですが、急に投稿をしだして｢じゃあ地域のゲーム作ります！遊びませんか！？｣って言い出してる人どう思いますか？
｢何やってるんだろう？｣
｢何のためにやってるんだろう？｣
って思いません？

では逆に、｢地域について知って欲しいので講義します！｣
って言ってる人はどう思いますか？

興味が無い人からしたら｢講義｣とかなんて言われたら近寄りがたい印象を持っちゃいますよね
僕も正直近寄りがたいって思ってた側の人間でした。

中学辺りから地域について興味は持ってたんですけど、ごりごりにやり始めたのは高校1年の夏からだったんですよね

サステイナビリティについての研修だったりで色んな大学にお邪魔したな～

そんな感じでやってて、ふと思ったんですよ。

｢これ自分が興味あるだけだか	2021-11-16
	17	[image: あいそめの湯②]	あいそめの湯②	信州最古の温泉といわれている別所温泉であるが、あいそめの湯に飾られていた別所温泉の歴史が書かれたものがあったので、自分でも深く調べてみた。

別所温泉は景行天皇の時代、日本武尊の東征の折りに発見されたといわれている。または平安時代（794年-1185年）中期の女流作家、清少納言によって書かれた「枕草子」にある「湯は七久里の湯、有馬の湯、玉造の湯」という一節の中の「七久里の湯」が起源ではないかという説もある。
12世紀に入ると別所は木曽義仲（源 義仲）信州を平定するために派遣した軍勢によって火を放たれ、多くの寺院建築が灰になってしまったが、大悲殿ならびに安楽寺の八角三重の塔だけは焼失をまぬがれた。その後、焼失した別所の寺院は源頼朝、次いでに塩田北条氏によって再建されることとなった。そして、こ	2021-11-16
	18	[image: 珍しい自販機！？]	珍しい自販機！？	いつもの学校への通り道にあって思わず撮っちゃいました
毎日通ってるのに気づかないコトってあるんですねー

この時は買わなかったんですが機会があるときに買ってみようかなと思います
けっこう数が減ってたりするんで人気なんですかね？






カードに使うんでしたら回復アイテムになりますかね～	2021-11-15
	19	[image: 常楽寺]	常楽寺	常楽寺は、先ほど紹介した北向観音をお護りする本坊。別所三楽寺(長楽・安楽・常楽)の一つとして建立された。また隣接する常楽寺美術館には寺宝や北向観音に奉納された絵馬等が収蔵・陳列されている。
本堂裏には、北向観世音様が出没したとされる石造多宝塔がある。こちらはとても神秘的な雰囲気且つ自然豊かな場用であり、どこかジブリのワンシーンを醸し出しているように思え、感動した。	2021-11-14
	20	[image: 北向観音]	北向観音	別所温泉駅に到着し、まず初めに訪れたのは北向観音。境内には樹齢1200年の「愛染桂」が立っており若者たちからは縁結びの霊木として親しまれている。また、こちらは昭和14年に長野県の天然記念物に指定された。
お堂はとても厳かな雰囲気に包まれていた。本堂が北を向いたものはほとんど例がなく、「北向観音」という名称はこれに由来するという。長野県で有名な善光寺が来世住生を願うのに対し、北向観音は現世利益を願うとされており、向き合っている両方をお詣りした方がいいと言われている。
またこのお堂の対角には、額堂と呼ばれる絵馬堂が建っており、現在は仁王像が建っていた。	2021-11-14
	21	[image: 川って見てると癒やさるよね？]	川って見てると癒やさるよね？	こちらは千曲川の写真でーす！

朝・昼・夜と違う景色に見えて1個の川でも何個もあるような感覚になりますよね！

僕はちなみに夕方の顔が好きです。夕日が反射して柔らかくキラキラしてて美しいなと思います！
ここには写ってないんですけど赤い鉄橋もマッチしてるなーと思いました！





ここを使うのであれば敵陣との境目として配置すると面白いかなーと思います	2021-11-13
	22	[image: 池は見たこと無かったんだよなあ]	池は見たこと無かったんだよなあ	こちらは長池の写真です！
佐渡って湖はあるんですけど池は無いのでどんなもんかなあって感じで見に行ったんですよ

なかなかキラキラしてて見応えあるなーとは思いました
こんな住宅街のど真ん中にあるのって景色としてはミスマッチじゃないんかなとか思ってたんですけどそんなことなく自然に一部としてちゃんと溶け込んでましたね

ここ眺めながらお茶飲みたいなあ


ここをカードに使うなら配置して敵の移動速度を遅くする地帯とか、雨の日には水かさが増してこの近辺が通れなくなるとかそんなオブジェクトですかね
だんだん形が見えてきた気がします	2021-11-12
	23	[image: 調べて出てこない場所でも名前があるところ以上の価値がある場所も存在する]	調べて出てこない場所でも名前があるところ以上の価値がある場所も存在する	3つ連続で同じ時系列の投稿にはなるんですけどまたまたタタラ塚古墳に向かう途中の話です

ホントに特に何か施設があるわけでもなく民家しかない坂でした。上りがけっこうきつかったので自転車を降りて歩いて上っててさすがに疲れたなーと思って立ち止まりました。それでなんか予感がして後ろをふと振り返ったらこんな景色が広がってるじゃないですか！
こりゃ撮るしかねえなああ！

そんな感じで撮ったんですけどもう1週間早かったら真っ赤じゃなくてもうちょい色々な色のコントラストが広がってて惜しいことしたなーみたいな感じになったとはいえ、まあ綺麗ですよね
来年のリベンジに期待ですね！(リベンジすること多いな笑)

ここをゲームで使うとしたらイベントカードとして味方の士気を上げるみたいな感じで春夏秋冬バージョン	2021-11-12
	24	[image: ｢長野県企業局｣ってなあに？]	｢長野県企業局｣ってなあに？	こんにちわ！

先ほどの記事の続きになるんですが、常田新橋に抜けるときのお話です

自転車でつっーと走って向かっている時に柵でガチガチに囲まれているよく分からない施設があるじゃないですが

調べてみたところ県の施設でその中でも僕が見てきたやつは水道を管理する部署らしいですね
イメージキャラクターもいるみたいで名前は｢すいじん様｣(感じだと粋人様)
水滴に仙人みたいな顔と杖がついた可愛らしいキャラクターです

ここをゲームに使うとすれば資源提供みたいな感じでリソースの源にしてここから発展していくみたいなポジションに置こうかな？	2021-11-12
	25	[image: 上田に｢古墳｣！？！？]	上田に｢古墳｣！？！？	先日千曲川の写真を撮ろうとして、いつもは143号線を通って行くんですがちょっと常田新橋に抜ける方に変えてみたんですよ。
それで一本道とはいえ方向音痴なもんでマップ見ながらじゃないと動けないんですね

そしたらなんか画面の端の方に移ってるじゃないですか
これは行くっきゃないなと思っていった訳ですよ
まあただ敷地内にありそこまでよくは見れなかったのですがご紹介だけ

名前は｢タタラ塚古墳｣
古墳時代後期に築かれた古墳と推定されています。上田悠生寮の敷地内にあるため近くではよくは見られなかったのですが案外外に出てる部分は小さいな～って思いました
写真も撮れていないので今回は無いのですがちゃんとアポを取り今度リベンジしたいと思います！

これをカードに使うのだとしたら後方支援として後ろに配置し	2021-11-12
	26	[image: 上田の地域資源を見つけたい！]	上田の地域資源を見つけたい！	初めまして！
信州上田学を受講している長田悠馬と申します！
簡単に自己紹介します！
僕は、新潟県の出身で地元地域で魅力を伝える活動をしていてその中でカードゲームを作っています。
具体的には、地域資源の特徴などをカードの効果に絡めて｢遊べる｣状態にして｢知る｣きっかけにしてもらおうという取り組みです！
せっかくここに来たんだしそれをこの上田の食べ物、生き物、文化を見てそれで遊んでいけたらいいなと思っています！
よろしくお願いします！

ちなみに画像は上田城で撮ったものです！	2021-10-27
	27	[image: 蚕都上田探訪／松田玄冲の墓と顕彰碑]	蚕都上田探訪／松田玄冲の墓と顕彰碑	横浜開港(1859年)と共に列強の貿易商を相手に生糸貿易を始めた中居屋(中居屋重兵衛)の番頭の筆頭が松田玄冲(まつだげんちゅう)です。上田市生田の飯沼の出身。松田玄冲の墓の前に中居屋重兵衛顕彰会、上田郷友会、群馬県嬬恋村の連名による顕彰碑が立っています。

どこにあるのかがわからず、中居屋重兵衛顕彰会の方に教えてもらってやっと目的地にたどり着くことができました。確かにこの場所、普通では全くわかりません。GoogleMapの位置情報でご確認ください。	2021-09-18
	28	[image: 真田神社]	真田神社	城門を通るとすぐにある真田神社は、松平氏を祀ってあった松平神社だったが、太平洋戦争後に歴代城主である真田氏と仙石氏も合祀されて上田神社となり、昭和３８年に真田神社と改称されました。真田の知謀にちなんで、学業成就にご利益がある神社と言われています。その影響もあってか、神社を入って左側にある絵馬には学業成就に関した内容のものが吊り下げられていて、またその場所を写真スポットとしてもお客さんに提供している。記念写真をとる場所としても人気であります。	2021-07-23
	29	[image: 上田の人物伝一覧(『上田市史』1940から)]	上田の人物伝一覧(『上田市史』1940から)	『上田市史・下巻(1940)』の「社寺古墳及人物誌／人物篇」をハイパーメディア化。（長野大学「マルチメディア論」2020/2021実習で分担作成）

人物01 真田昌幸
　真田一徳斎幸隆の第三子、天文十六年生る。
人物02 真田信之
　 真田昌幸の嫡男、永禄九年生る。母は寒松院三修氏、幼名を源三郎と言ふ。
人物04 真田幸村
　幸村は正幸の代二子、永禄十一年生ると云う。
人物05 仙石政俊
　先の小諸城主後上田城主たりし仙石忠政の	2021-07-21
	30	[image: 信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から]	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から（講演採録全文）
 講師：前川道博（長野大学企業情報学部教授）
▼元の講演はコチラ
https://youtu.be/yS-xdWDMTwE?t=2779

 信州学「信州の蚕糸業とシルクロード」講座 第2回
　2016年10月6日／まちなかキャンパスうえだ


【１】蚕糸業って何？　蚕種製造、養蚕、製糸

■そもそも蚕糸業とは？

　今回、この講座は、多くの方に、後からも学習していただけるように、ということで、オンデマンド配信することを想定していますので、全く初めての方がこれを見ると「えっ？　蚕糸業って何？」、そういう基本的な疑問ですね。これを最初の方は誰もわからないわけです。その辺のところも含めてお話をさせていただきたいと思います。
[image: ]	2021-07-15
	31	[image: 日本シルクロード講座・横浜編(5)まちあるき・馬車道ルート]	日本シルクロード講座・横浜編(5)まちあるき・馬車道ルート	2011年10月30日　横浜まちあるき　ガイド：嶋田昌子＝横浜シティガイド協会
信州上田は横浜開港当初から横浜の生糸売込商を通じ、欧米諸国との貿易で栄え、後に蚕都と呼ばれました。学びあい講座では上田との交易の足跡をまちあるきして探訪しました。

横浜まちあるき(1)馬車道ルート・ダイジェスト版


５分でまちあるきの概略を掴むことができます。

横浜まちあるき(1)馬車道ルート・ノーカット版


52分

「日本シルクロード学びあい講座・港都横浜編」蚕都上田プロジェクト主催
＜講座２日目＞
(1)横浜まちあるき・馬車	2021-07-11
	32	[image: 小県蚕業学校-1]	小県蚕業学校-1	小県蚕糸学校は日本初の中等教育機関としての蚕糸学校として1892（明治25)年に設立されたが、その初代校長となった三吉米熊は、坂本龍馬と行動を共にした活動家として知られる三好慎蔵の子として生まれ、1881（明治14)年に長野県に出仕した。農芸化学専攻で当初は蚕糸業の知識が全くなかった米熊であったが、上塩尻村の藤本家で実習を重ね、微粒子病における顕微鏡使用法の提唱及び指導など実績を残した。またこうした実績を基に1888（明治21）年にはイタリア・フランス蚕糸使節団の一員としてヨーロッパに赴き、現地の試験場や製糸場などを徹底的に視察してその実情を知る。こうした中、小県郡では郡長の中島精一を中心に蚕業界で蚕業学校設立の機運が高まり、その初代校長に米熊を推薦する声が蚕種業者らの間で広がった。これにより前述の	2021-06-06
	33	[image: 登利平 (修正版)]	登利平 (修正版)	　群馬県前橋市に本社を置く食品会社です。1時間当たり1万食を供給可能なセントラルキッチンを持ちます。
　群馬県民なら誰でも知っていて、鳥めし(竹)がとても人気です。鳥めし(竹)は、薄切りのお肉に甘辛いタレがよく染み込んでいてとても美味しいです。他にも、鳥めし松(あっさりムネ肉とコクあるモモ肉)や、炙り焼き(銘柄豚・上州麦豚使用)などがあります。私は、たくさん動いた後などとてもおなかがすいているときに食べる鳥めしが一番美味しいと思っています。
　写真引用元
https://www.torihei.co.jp/takeout/

管理番号 2651の記事(写真)が不具合を起こしているため修正版を投稿しました。	2021-05-06
	34	[image: ひっそり公園3]	ひっそり公園3	時間　18時
天候　晴れ
馬場町にある公園です。隣には川が流れており、建物の間にひっそりとありました。ここも遊具は少ないですが、小学生が帰りに寄ったりしていました。学校終わりに友達と過ごす家に到着する前の時間は大人になってからもかけがえのないものです。	2021-05-06
	35	[image: 馬車鉄道石碑]	馬車鉄道石碑	何故かミニストップ（コンビニエンスストア）の裏にある石碑。明治時代に鉄道が栄える前に存在していた馬車による鉄道の停車場跡地。
歴史の存在を思わせる。	2021-05-06
	36	[image: 富士山本宮浅間大社]	富士山本宮浅間大社	富士宮市に現存する有名な神社。
木花咲耶姫を御神体として祀っており、富士山信号の総本山として今でも親しまれている。	2021-05-06
	37	[image: 日暮れの真田神社]	日暮れの真田神社	時間帯　17時
天候　晴れ
真田神社の絵馬を吊るしている通りは上田城跡公園の写真スポットのひとつでもあり、今どきの若い人たちには撮ってみたい写真の一枚ではないだろうか。
日が出ている時間帯は特に写真を撮るのが好きな人は訪れてほしい場所の一つである。	2021-05-05
	38	[image: 志のぶ　精肉店]	志のぶ　精肉店	長野県の箕輪町にある、精肉店です。
ここのお店の特徴は「馬刺し」が売っていることです。癖がなく、おいしいと評判です。
お肉に厚みもあり、安いというわけでもないですが、多くのお客さんが買いに来ます。	2021-05-05
	39	[image: 肉うどん中村屋]	肉うどん中村屋	肉うどんという名前の通り、肉うどんがおすすめのお店です。ここで言う肉うどんの「肉」とは「馬肉」です。全国的には牛肉や豚肉がほとんどですが長野県では馬肉が定番です！上田駅からわずか150mの位置にあり、観光客にとても優しくおすすめです。	2021-05-05
	40	[image: 登利平]	登利平	　群馬県前橋市に本社を置く食品会社です。1時間当たり1万食を供給可能なセントラルキッチンを持ちます。
　群馬県民なら誰でも知っていて、鳥めし(竹)がとても人気です。鳥めし(竹)は、薄切りのお肉に甘辛いタレがよく染み込んでいてとても美味しいです。他にも、鳥めし松(あっさりムネ肉とコクあるモモ肉)や、炙り焼き(銘柄豚・上州麦豚使用)などがあります。私は、たくさん動いた後などとてもおなかがすいているときに食べる鳥めしが一番美味しいと思っています。
　写真引用元
https://www.torihei.co.jp/takeout/	2021-05-04
	41	[image: 水沢観音]	水沢観音	　群馬県渋川市にある天台宗の寺院です。1300年あまりの歴史を持ち、高光中将の妻・伊香保姫の御持仏だったと伝えられる本尊「十一面千手観世音菩薩」は安産や子育てにご利益があると言われています。お線香をお供えすれば健康運が、鐘をつけば金運が。県の指定重要文化財にもなっている六角堂は県内屈指のパワースポットとしても呼び声の高い場所です。
　毎年初詣に訪れるので今回調べてみました。お参りだけでなく近場で新鮮な野菜や、美味しい食べ歩きができるようなものが売っていたりします。そこで味噌おでんを食べたことがありますが、とても美味しかったです。
　また、食べ物では水沢うどんがとても有名です。

写真引用元
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B0%B4%E6%BE%A4%E5%AF%BA

https://www.ikaho-kankou.com/wp/wp-content/uploads/2019/02/udon13_thumb.jpg	2021-05-04
	42	[image: 伊香保温泉]	伊香保温泉	群馬県渋川市伊香保町にある温泉。草津温泉と並んで県を代表する名湯です。黄金の湯・白銀の湯といわれています。急傾斜地に作られた石段の両側に、温泉旅館、みやげ物屋、遊技場（射的・弓道）、飲食店などが軒を連ねています。365段の石段は温泉街のシンボルであり、この界隈は石段街と呼ばれています。石段の上には伊香保神社が存在します。
　365段の石段を登った後の温泉や、神社はても気持ちいいです。到達したときの達成感や癒やしが他の温泉や神社と比べものにならないと思います。
　伊香保で有名な湯ノ花まんじゅうは甘すぎず、とても美味しいです。

写真引用アドレス
https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/thumb/8/82/Ikaho_Onsen_03.jpg/299px-Ikaho_Onsen_03.jpg

https://www.dan-b.com/shop_imgs/outd_ikaho/tops/fba5907701458924baf727fd5fec3cc3.jpg	2021-05-04
	43	[image: 榛名湖]	榛名湖	　上毛三山の一つ、榛名山の火山活動によって生まれた、標高1,100メートルにあります。年間を通じて美しい景観と自然を満喫できる高崎市で一番人気のアウトドアスポットです。爽やかな空気の中、ボートや遊覧船、オートキャンプなどが楽しめます。アニメ：頭文字Dの聖地です。
　学校の行事で訪れたことがあり、キャンプファイヤーや登山、カッターなど楽しかった思い出があり今回訪れてみました。湖は大きいので広々とボートで遊ぶことができます。また、湖だけでなく近くに榛名山もあり登山をすることも、ロープウェイで上ることもでき、美しい眺めを見ることができました。
　この場所にたどり着くまでに展望台があったり、CMに使われるような参道もあり、来るまでに退屈しないと思います。

写真引用アドレス
https://www.gunlabo.net/images_	2021-05-04
	44	[image: 地域情報メディア論　洋食屋　モモヤ]	地域情報メディア論　洋食屋　モモヤ	商店街には昔から地域の人に愛されている「モモヤ」という洋食屋があります。特に私がオススメする料理はオムライスです。フワフワな卵にモモヤ特製のソースを2種類かけて食べます。モモヤに行くと必ず注文します。小さい頃から食べていて、私の家族も通っていました。今回は注文しませんでしたが、群馬の上州豚を使用した料理もあります。ビッグパフェなどのデザートもあります。前橋市の商店街に来たらぜひ食べてみてください。	2021-05-04
	45	[image: 榛名神社]	榛名神社	　群馬県高崎市にある神社です。創建は6世紀後半といわれ、1400年を越える歴史を持ちます。主祭神として火の神である「火産霊神（ほむすびのかみ）」と、土の神である「埴山毘売神（はにやまひめのかみ）」を祀り、古くから鎮火、開運、五穀豊穣、商売繁盛のご利益があるといわれています。
　一人暮らしや久しぶりの学校で疲れた心を癒やすために訪れました。自然豊かで空気がとても澄んでいて、神社だけでなく不思議な形をした岩や小さいですが滝も有り、自然を楽しむことができると思います。山にあるので運動不足の人には坂がきつく感じると思います。	2021-05-04
	46	[image: 地域情報メディア論　萩原朔太郎ゆかりの地]	地域情報メディア論　萩原朔太郎ゆかりの地	群馬県前橋市に生まれた詩人・萩原朔太郎は、三十八歳まで過ごしました。前橋市の商店街には記念館や生家跡などがあって、萩原朔太郎のことについての資料を見ることができます。生家跡は実際に住んでいた家がまだ少しだけ残っていて、中に入ることができます。前橋文学館という場所の前には銅像も建てられています。前橋市と萩原朔太郎は今でも深くつながりがあります。	2021-05-04
	47	[image: 陣馬塚古墳]	陣馬塚古墳	陣馬塚古墳は古墳時代後期の円墳です。
染屋台地を見下ろす位置にある陣馬塚古墳の埋葬者は、この台地の開発にかかわった先駆的有力者だったと考えられています。
自然に囲まれ、玄蕃山の高台に位置する様は、埋葬者がいかに力を持っていたかを想像させられます。	2021-05-04
	48	[image: 玄蕃山公園]	玄蕃山公園	玄蕃山公園は上信越道上田菅平インターチェンジのすぐ近くの高台に位置しており、上田市を一望できます。
自然豊かな環境でリフレッシュに最適なのではないでしょうか。
また高台にあるため夜にはきれいな星空が見えます。
リフレッシュしたい時などに訪れてみてはいかかがでしょうか。	2021-05-04
	49	[image: 富士山本宮浅間大社]	富士山本宮浅間大社	全国に約1,300社ある浅間神社の総本社で、本宮の本殿は徳川家康による造営で、「浅間造」という独特の神社建築様式であり、国の重要文化財に指定されています。GWということもあり、流鏑馬祭りを行っていました。とても賑わっていました。	2021-05-03
	50	[image: [14/09/11]上州街道・石の道しるべと分され]	[14/09/11]上州街道・石の道しるべと分され	上州街道石碑群の場所から旧上州街道の道筋を車で移動して下りました。その途中、またしても真田自治会による説明板と出会いました。

見るからにＹ字路です。街道の分岐点であることがわかります。群馬につながる道、上田につながる道、まさに真田氏の所領でもあった沼田方面と小県がここでつながっていたことがわかります。	2021-05-01
	51	[image: 伊香保温泉]	伊香保温泉	伊香保温泉は群馬県でとても有名な温泉の一つ。伊香保温泉のシンボルでもある「石段街」は飲食店や土産屋などが多いため、誰もが楽しめる場所だと思う。さらに伊香保神社は子宝や縁結びの御利益があるとされている。	2021-04-30
	52	[image: 真田神社]	真田神社	上田城本丸跡に鎮座するこの真田神社は、真田氏、仙石氏、松平氏という歴代の上田城主を御祭神としています。
しかし、もともとは松平家の御先祖をお祀りする御宮であり、松平神社と称していました。
神社の近くには、実際に昔使われていた井戸や巨大な兜、真田幸村の像などがあります。
個人的には、神社前の門や兜が記憶に強く残っています。	2021-04-25
	53	[image: 鳴石橋駒ノ爪]	鳴石橋駒ノ爪	小諸市諸地区に伝わる昔話「諸の七不思議」の一つである「鳴石橋に駒の爪」にまつわる石。
現在は諸公民館にて保存されている。

　一、鳴石橋 駒ノ爪

　昔より伝えられる話
　諸七不思議の一つ
　その昔殿様の愛馬が
　姫を恋慕って領内を
　駆け巡り駒の「ひづめ」
　の跡が残されている
　哀話の石橋という

　　道路拡張に伴い
　　　　鳴海天神地積より移転
　　　　　　　　　　　　　　（現地解説より）	2021-02-16
	54	[image: 硬玉製大珠]	硬玉製大珠	【作品】
硬玉製大珠

【所在地】
群馬県高崎市

【作品説明】
縄文時代(中期)の前3000～前2000年のものであると考えられている。大きさは長11.3 幅4.1 厚2.7 重量149.5で、表裏側面をていねいに整形した典型的な鰹節形大珠で、上端は丸味をもち、下端は少しとがっている。全体を美しく研磨し、中央断面は楕円形を呈する。表面の色調は緑色と白色が入りまじり、裏面は緑色少なく白色の部分が多い。孔は中央よりやや上に穿孔されている。硬玉製大珠は、縄文時代の中期によくつくられ、北陸を中心に中部地方や関東地方に分布している。具体的用途は

【参考資料】
・文化遺産オンライン：http://bunka.nii.ac.jp/herita%E3%81%86%E3%81%88s/detail/541535/1
・文化遺産データベース：https://bunka.nii.ac.jp/db/heritages/detail/159461	2021-02-09
	55	[image: 内行花文鏡]	内行花文鏡	【作品】
内行花文鏡

【所在地】
群馬県高崎市：蟹沢古墳

【蟹沢古墳】
別名柴崎古墳と呼ばれる円墳である。この古墳からは本遺品以外にも一緒に銅鏡四面、鉄斧二箇、鉄釶一本、刀剣類・土師器残欠九箇が発掘されている。


【作品説明】
内行花文鏡とは後漢代の中国や、弥生時代から古墳時代にかけての銅鏡である。群馬県内ではほかの古墳からも発見されている。

【参考資料】
・文化遺産オンライン：http://bunka.nii.ac.jp/herita%E3%81%86%E3%81%88s/detail/541535/1
・Wikipedia：https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%85%E8%A1%8C%E8%8A%B1%E6%96%87%E9%8F%A1	2021-02-09
	56	[image: 埴輪　盾持人]	埴輪　盾持人	【作品】
埴輪　盾持人

【所在地】
群馬県太田市：若水塚古墳

【若水塚古墳】
他8基の古墳が確認済み。中央部には埋葬施設が残存し、方形の板石を組み合わせた箱式の石棺と判明。棺内からは、互い違いに置かれた男女2体の遺体と、ヒスイの勾玉（まがたま）1個、ガラス製の小玉7個が発見された。棺や玉類からみて、5世紀代に造られたものと思われている。

【作品説明】
3世紀から6世紀、権力者の墓の上やまわりに立て並べられた土製品である埴輪（はにわ）。この埴輪の役割は、古墳を守ること。盾持人は全国で見つかっているが、ほとんどが古墳の中心から離れた縁（ふち）に置かれていたことから、古墳を背に盾を持って立ち、邪悪なものの侵入を防いでいたと考えられる。

【参考資料】
・文化遺産オンライン：http://bunka.nii.ac.jp/herit	2021-02-09
	57	[image: 埴輪　犬]	埴輪　犬	【作品】
埴輪　犬

【所在地】
群馬県伊勢崎市：上武士天神山古墳

【作品説明】
古墳時代、6世紀のもの。土製で高47.1 長52.5 重量7.9kg。犬は縄文時代から狩のパートナーとして人間との長い付き合いがある。古墳時代には人物埴輪の登場と同時期に、狩の対象である猪や鹿の埴輪とともに造形される。首輪をつけ舌を出した姿は、犬の愛くるしさと狩での息遣いを的確に表していると思われる。　　

【参考資料】
・文化遺産オンライン：https://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/135427
・東京国立博物館：https://www.tnm.jp/modules/r_collection/index.php?controller=dtl&colid=J20711	2021-02-09
	58	[image: 私の地域探求テーマ一覧(情報通信文化論2020)]	私の地域探求テーマ一覧(情報通信文化論2020)	長野大学の講義科目「情報通信文化論2020」（講義担当：前川道博）では、情報通信文化の根幹をなす文化伝承・知識伝承を概念的に学ぶだけではなく、受講生たちに自ら文化伝承・知識伝承による「キュレーション型」の学びを実践してもらいました。地域循環型社会にシフトしつつ現代においては、自ら問いを立て、一次資料に当たったり、地域に赴いて自ら得たデータを新たな一次資料とし、主体的に探求していくことが求められます。その学習プロセスが文化伝承・知識伝承に他なりません。
それらの課題探求テーマと成果を以下のマイサイトからカテゴリ「私の地域探求」を選んで御参照ください。

＜私の地域探求テーマ一覧＞
1 舌喰池の名前の由来(LGTMのサイト)
2 	2021-01-28
	59	[image: 海野宿の起源]	海野宿の起源	　海野宿は、1625年(寛永2年)に馬で荷物や人を運ぶことを主な仕事とする、田中宿を助ける宿として作られたとされている。しかし、1742年(寛保2年)の大洪水、戌の満水で、田中宿に大きな被害が出てからは、田中宿より被害の少なかった海野宿が本宿になった。
　海野宿のある地は豪族の海野氏の本拠地であった。現在の白鳥団地に海野氏の居館があった。

参考資料
「東部町誌歴史編上」東部町誌編纂委員会
「東部町誌歴史編上」東部町誌編纂委員会	2021-01-27
	60	[image: ハート形土偶]	ハート形土偶	【作品】
ハート形土偶

【所在地】
群馬県高崎市

【作品説明】
大きさは約30㎝、ハート形をした顔が特徴的である。この形の土偶が発掘されたのがこの土偶が全国初で、それ以降は各地で発見されているようだ。ハート形の部分は顔なのか仮面なのかは不明だが、女性像であるといわれており、様々な曲線は妊娠線・産道を表現していると考えられている。歴史的にも芸術的にも評価され、1965年に重要文化財に指定された。

【参考資料】
・東京国立博物館：https://www.tnm.jp/modules/r_exhibition/index.php?controller=item&id=4512
・My rock town 東吾妻：https://myrocktown.com/event/148	2021-01-27
	61	[image: 三角縁同向式神獣鏡]	三角縁同向式神獣鏡	【作品】
三角縁同向式神獣鏡

【所在地】
群馬県高崎市：蟹沢古墳

【蟹沢古墳】
別名柴崎古墳と呼ばれる円墳である。この古墳からは本遺品以外にも一緒に銅鏡四面、鉄斧二箇、鉄釶一本、刀剣類・土師器残欠九箇が発掘されている。

【作品説明】
誰もが1度は見た事があるかもしれないが三角縁神獣鏡は卑弥呼の鏡と呼ばれているものである(実際鏡として利用されていたかについては議論を読んでいるが)。「魏志倭人伝」にある魏の皇帝が倭の女王卑弥呼に与えた「銅鏡百枚」ではないかという説もある。ちなみに三角縁神獣は蟹沢古墳以外にも県外の多くの古墳から出土しているが、中国からの出土は今のところない。

【参考資料】
・東京国立博物館：https://www.tnm.jp/modules/r_exhibition/index.php?controller=item&id=5307
・e国宝：https://emuseum.nich.go.jp/d	2021-01-27
	62	[image: 前橋市にある日本一安い遊園地「るなぱあく」]	前橋市にある日本一安い遊園地「るなぱあく」	「るなぱあく」は群馬県前橋市にある「にっぽんいちなつかしいゆうえんち」。1954年に開園して以来、三代にわたり群馬県の人に愛されている。テレビ番組等で日本一安い遊園地とも紹介されており、その価格は、なんと10円から乗ることができる。10円木馬という乗り物があるもくば館は国の登録有形文化財に指定されている。移動する国産の木馬としては、日本一古い木馬である。
『こどもにもどりたい、おとなたちのために』というコンセプトのもと、毎年夏の夜には限定で夜間開園されている。遊具で遊ぶことも、お酒を飲んで楽しむことも可能。

～実際に行ってみて感じたこと～
遊園地内は一般歩行者が通る通路につながっていて、出入りが自由になっている。実際に敷地内を歩いてみると、そこまで広くなかったためすぐにぐるりと一周回る	2021-01-27
	63	[image: 深鉢形土器]	深鉢形土器	【作品】
深鉢形土器

【所在地】
群馬県太田市：下宿古墳

【下宿古墳】
平安時代の遺跡で、この他にも多くの土器や土坑等が重要文化財に指定されており、学術的価値の高い遺跡である。

【作品説明】
重要文化財に指定された理由としては、縄文時代草創期に作られたものだと考えてられており、旧石器時代～縄文時代への移行期の物は大変貴重で重要な資料であるからだ。爪形文土器(人の爪や種々の工具を用いた刺突や押圧、摘み出し加工により施された器面の文様が特徴)と、石鏃や石槍などの石器で構成されているのだが、爪形文土器は、東日本に多く分布する尖底(せんてい)の深鉢形土器なのだが、全形を窺える個体はきわめて少ない。

【参考資料】
・国指定文化財データベース：https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/201/00011757
・文化遺	2021-01-27
	64	[image: 焼町土器]	焼町土器	群馬県渋川市にある道訓前古墳から出土した焼町土器である。

道訓前遺跡は縄文時代中期中葉から後葉にかけての大規模な環状集落である。この遺跡から出土した品々の多くが国の重要文化財に指定され、その数は165点である。

道訓前遺跡から出土した焼町土器を始め多くの土器が重要文化財に指定された理由としては、群馬県西部から長野県東部にかけて比較的限定された地域に見られる独特な文様の「焼町土器」の他にも赤城山麓を中心に分布する個性豊かな「三原田式土器」、それが変容した形である南関東の「加曽利E1式土器」「加曽利E2式」期と様々な形態なものが存在し、それらは新潟県や長野県・南関東、北関東の他地域との文化交流の様子や、赤城山麓独自の地域文化の芽生えを示していると判断されたからである。

【参考資料】
・	2021-01-27
	65	[image: 銅水瓶]	銅水瓶	【作品】
銅水瓶

【所在地】
群馬県高崎市：綿貫観音山古墳

【綿貫観音山古墳】
全長98mの前方後円墳である。6世紀頃の古墳で高崎を支配した豪族の古墳と考えられているが、正確な情報は不明である。ここからは他にも多くの金銅製品等が出土しており、それらは6世紀後半の東国を代表する出土品として国宝に指定されている。


【作品説明】
中国・南北朝時代の庫狄廻洛墓から同類の水瓶が発見さたことから中国伝来と考えられている。ちなみに綿貫観音山古墳から出土したものは国内最古の水瓶で、古墳出土でほぼ完形品であるのは世界でこれだけである。

【参考資料】
・群馬県　文化財ライブラリィ：https://www.pref.gunma.jp/03/x0100616.html
・綿貫観音山古墳の世界「オンライン展示品解説　第１回　銅水瓶」：	2021-01-27
	66	[image: だるまとつながりのある群馬県の主なお祭り]	だるまとつながりのある群馬県の主なお祭り	高崎だるまの歴史についてまとめた前編はこちらから↓
高崎だるま

①前橋初市まつり
毎年1月9日に国道50号の本町二丁目で行われるお祭りで、前橋では三大祭りの一つとして有名である。別名「だるま市」と呼ばれ、その名の通りたくさんのだるまが売られている。50号沿いだけでなく、すぐ近くの中央通りアーケード（前橋の商店街）でも屋台の出店やイベントが開催されるので非常に賑やかである。
１番の名物は古いだるまを供養して燃やす「お焚き上げ」で、当日はお昼ごろまで多くのだるまと、火と煙を見ることができる。市民の間で、この行為を「どんど焼き（どんと焼き）」と呼ぶことが多い。群馬県では、新年になると各地でこのどんど焼きが行われる。

②高崎だるま市
　毎年1月1日から2	2021-01-26
	67	[image: 高崎だるま]	高崎だるま	群馬県ではだるまが有名である。どこのお店や家に行っても大小様々でデザインも豊富なだるまが飾られている。

○だるまの歴史○
だるまの発祥の地は群馬県の高崎市の少林山達磨寺だといわれている。高崎のだるまはもともと「富岡だるま」と呼ばれ親しまれてきた。しかし昭和30年に富岡が高崎市と合併し富岡村の名前が消えて以来、「高崎だるま」「縁起だるま」「副だるま」などの呼び名が付いた。だるまは江戸の人々が疫病から逃れるために、祈り、まじないを信じて作ったと考えられている。当時疱瘡が子どもの間で流行り、この病気は赤色を嫌うとされていたことから、早く治るようにとだるまには赤色に塗られた。疫病の予防法が見つかったことにより、だるまは農作祈願のための縁起物として買い求められるように変化した。特に群馬	2021-01-26
	68	[image: 水鳥形埴輪]	水鳥形埴輪	【作品】
水鳥方埴輪の頭部

【所在地】
群馬県太田市：太田天神山古墳

【太田天神山古墳】
太田天神古墳群に属す全長210mの前方後円墳である。東日本最大の大きさを誇り、東日本では2つしかない大王級の古墳のひとつである。(もう一つは同じく群馬県伊勢崎市にあるお富士山古墳)主は崇神天皇の皇子「豊城入彦命」を祖「上毛野氏」であるとされている。

【作品説明】
鳥形埴輪にも様々なモノがあり、鳥の種類によってつくられたいとは異なるとされている。古代において鳥と人間には精神的に深いかかわりがあったのではないかと考えられており、水鳥形埴輪も人間の水鳥に対する思いを反映して作られたものではないかと考えられている。

【参考資料】
・群馬県太田市　太田天神山古墳：https://www.city.ota.gunma.jp/005gyosei/0170-009kyoiku-bunka/bun	2021-01-26
	69	[image: 長持形石棺]	長持形石棺	【作品】
長持形石棺

【所在地】
群馬県伊勢崎市：富士山古墳

【富士山古墳】
全長125mの前方後円墳である。東日本では2つしかない大王級の古墳のひとつである。(もう一つは同じく群馬県太田市にある太田天神山古墳)


【作品説明】
地域をおさめた首長を入れるための棺のため、大王級の古墳だけに存在する。全国でも45箇所からしか見つかっておらず、そのうちの2箇所が群馬県である。お富士山古墳の長持形石棺は全長285cm、 幅121cm、高さ115cm、重さ約6.8t、被葬者は不明であるが、ヤマト政権とも関わりがあった重要人物であると考えられている。

【参考資料】
・群馬県伊勢崎市　お富士山古墳：https://www.city.isesaki.lg.jp/kanko/rekishi/shitei/shiseki/3380.html
お富士山古墳所在長持形石棺：https://www.city.isesaki.lg.jp/kanko/rekishi/shitei/shiseki/3380.html	2021-01-26
	70	[image: 但馬軒]	但馬軒	1枚目が2012年、2枚目が現在の外見を表した写真である。
一部塗り直したたところもあり、外見自体少しきれいになった感じもするが、もともととてもおしゃれな雰囲気もあり、まるで見た目では精肉店のような雰囲気ではない建物
のように感じる。

(2012年の写真→Googleマップ・ストリートビューより引用）	2021-01-24
	71	[image: 上田市大字常磐城字生塚全図(地籍図 1921年 )]	上田市大字常磐城字生塚全図(地籍図 1921年 )	上田市大字常磐城第弐拾参番字生塚全図(上田市税務課所蔵)
調製　1890年(明治23年)12月
複製　1921年(大正10年)12月
製図者/測量士　馬場亀松(上田市役所地理主任)
曲尺　壱分ヲ以テ一間トス
サイズ：Ａ１版より小さい（Ａ１版の台紙に貼付されている）

上田市大字常磐城(ときわぎ)字生塚(うぶつか)の地籍図である（現在は上田市常磐城四丁目）。地籍図は1889年(明治22年)の市制町村制施行に伴い、上田町大字常磐城(旧常磐城村)の地籍図として1890年作成したものを、1919年(大正8年)、上田町の市政施行に伴い、上田市に書き改めたものである。基本的には1890年と同じである。

★上田市大字常磐城第弐拾参番字生塚全図(PDF)1.1MB

[image: ]	2021-01-11
	72	[image: 群馬県から出土した歴史的遺産]	群馬県から出土した歴史的遺産	〇地域探求テーマ
‐群馬県から出土した歴史的遺産

〇選んだ理由
‐群馬県は国宝・国指定重要文化財に指定されている埴輪の45％を出土していたり、大型古墳数が全国4位を誇る程歴史的遺産が多く出土していたりと県民が誇れるほどの古墳県である。実際私が通っていた小学校の敷地内にも古墳があり、『蛇塚古墳』といいおおよそ6世紀後半の遺跡であった。そこから出土した馬型埴輪は重要文化財に指定されている。そのため群馬から出土した歴史的遺産は他にどう言ったものがあるのか興味を持ったから。

〇探求・アウトプット化内容
‐出土した遺産(文化遺産等に指定されているものを中心に)の種類・そのものの歴史的背景・それから考えられる地理的歴史的特徴
‐出土したモノから歴史を辿る面白さ・個人の地域の歴史的遺産について知る	2020-12-21
	73	[image: 私の地域探求]	私の地域探求	＊地域探求テーマ
群馬県で有名な伝統工芸品「だるま」の歴史

＊なぜそのテーマを選んだか
大学1年生の時から、群馬から上田に通学していて、主な生活拠点が群馬になる。上田に行って何かを詳しく調べるということがしにくいため調べる地域を群馬としたい。群馬には、いたるところに大小さまざまで片目がないだるまが置いてあって、「高崎だるま」と呼ばれている。群馬でだるまで有名であるその背景や、現在のだるまの使われ方、街のどこに置いてあるかなど、調べてみたいと思ったから。

＊何を探求しアウトプット化するか
・群馬のだるま文化の歴史・現在のだるまの在り方について（種類や用途など）

＊具体的にどのような資料を調べるか
・文献（群馬県立図書館）
・街にあるだるまの実物

＊補足
余裕があれば
上田市の農民	2020-12-21
	74	[image: 上田探検Ⅲ　まとめ]	上田探検Ⅲ　まとめ	今回道と川の駅御とぎの里や千曲公園を中心とした上田散策を通して、もっと積極的にアピールしてもいいと思いました。実際に県外から来た私はおとぎの里や千曲公園、馬鹿バーガーの存在も知りませんでした。せっかく日本百景に選ばれていたり、ご当地バーガーで1位を取ったりしているのに、とてももったいないと感じました。
馬鹿バーガーのアピールの策としてはむやみに種類を増やすことや販売店舗を増やすのではなく「おとぎの里」で売っている馬鹿バーガーとして一種のレアリティ感を出して販売するのもいいのかなと思いました。馬鹿バーガーがきっかけとなっておとぎの里や千曲公園の注目度もあがっていくのではないかと思いました。
現在はコロナウイルスが流行しているのでイベントの開催などは限られてしまいますが、収束を機	2020-11-19
	75	[image: 馬鹿バーガー]	馬鹿バーガー	馬と鹿の肉を使ったハンバーガーです。	2020-11-18
	76	[image: 高市神社]	高市神社	商店街の途中にある神社。上田市の神社を何個か見たが
「神馬舎」というのが併設されていることが多く、
県外民としては興味深かった。	2020-11-18
	77	[image: パチモン]	パチモン	これは道の駅の中にあったガチャガチャです。
今大流行している鬼滅の刃の偽物です。こんなに田舎でもパチモンを見かけるのだと知りました。逆に田舎者は本物と偽物の見分けがつかないと馬鹿にされてる気がしたした。	2020-11-18
	78	[image: 馬鹿バーガー]	馬鹿バーガー	これは道と川の駅の名物である馬鹿バーガーです。
まず見た目はよくある美味しそうなハンバーガーです。次に味はバンズがとても美味しくパティも馬と鹿の肉を使っているそうですがジビエ感を全く感じさせないとても食べやすいハンバーガーでした。
ぜひご賞味ください。	2020-11-18
	79	[image: 道と川の駅]	道と川の駅	まず行ったのは道と川の駅です。
この写真は外観を撮り忘れてしまったためホームページからお借りしました。
この道の駅はよくある道の駅のように地元の野菜やフルーツなどの特産物、上田地区で食べられている馬や鹿のお肉を使った冷凍食品などが販売されていました。	2020-11-18
	80	[image: 馬鹿バーガー]	馬鹿バーガー	「道と川の駅 おとぎの里」の食堂のご当地グルメです。馬鹿は「うましか」と呼びますが、店員さんは「ばか」とそのまま読んでいました。文字通り馬と鹿の肉をパティにしたハンバーガーで、長野で駆除された鹿の肉が使用されているそうです。「小馬鹿バーガー」「馬鹿バーガー」「大馬鹿バーガー」の3種類があり、私は小馬鹿バーガーにしました。また、ご当地バーガーランキングで1位を取ったこともあるそうです。
駆逐された鹿肉を上手く利用して、商品にするアイディアが素晴らしと思いました。でも、全国1位の割には知名度が低い印象を受けました。馬鹿バーガーのアピール策を考える必要があると思いました。	2020-11-18
	81	[image: 馬鹿バーガー]	馬鹿バーガー	馬肉文化の信州の森林、里山、農業を守り、駆除された鹿の命も大切にしようと10年以上前に開発し、イベント等で提供してきました。上田産米粉を練り込んだバンズ で、馬肉と信州産鹿肉の合挽きパティ と 直売所ならではの新鮮野菜をサンドしたハンバーガーです。
ご当地バーガーランキング第1位。	2020-11-17
	82	[image: 上田探検2まとめ]	上田探検2まとめ	上田探検２では、馬肉うどんを食べた後まず飯島商店を訪れ、その後海野町商店街や柳町を散策し、最後に見晴らしの丘展望台を目指した。見晴らしの丘展望台は途中で道に迷い行けなかったが、それまでに写真がかなり多く撮れたので非常に実りのある探検となった。探検について思ったことは、まず上田にはかなり歴史的な建物が多く残されていると感じた。また、商店街なども思ったより活気があった。	2020-11-04
	83	[image: 絵馬]	絵馬	上田城跡公園の中にある神社の絵馬がかけられるスポット。勝負運のご利益があるので、受験関係の願い事がとても多かった。	2020-11-04
	84	[image: 太神宮社]	太神宮社	料理の神様、四条公神社があるらしい。奥には鳥居が連続しているところがあり、馬の像もあり、とてもデカイ。ビックリした。他に横町太神宮社、横町伊勢宮、おたや様などの呼び名があるそうです。	2020-11-04
	85	[image: 上田城　真田神社]	上田城　真田神社	上田城本丸跡にある神社で、真田・仙石・松平の歴代上田藩主を祀っているそうです。　
真田神社は、徳川の大軍でも攻め落とされなかったことから「落ちない」縁起をかついで受験生などに人気になっているようです。
また、絵馬のトンネルもあり、幻想的で見ごたえがありました。内容は受験に関することが多かったです。わたしもこれから資格取得や就活の時にはお参りしようと思います。	2020-11-03
	86	[image: 馬肉うどん]	馬肉うどん	上田駅のすぐそばにある、「なかむらや」
店の看板商品は「肉うどん」と呼ばれる、馬肉うどんです。明治21年創業の老舗食堂。
お昼時を少し過ぎての入店でしたが、お店にはひっきりなしにお客さんが来ていました。
お店の中は、ずっと「いらっしゃいませー」と「肉うどん入りまーす」の店員さんの声が響いていました。
変わらない味、その地元ならでは味を楽しめました。	2020-11-01
	87	[image: 上田探検Ⅱ　馬肉うどん]	上田探検Ⅱ　馬肉うどん	お昼ご飯に「中村屋」の馬肉うどんを食べました。シンプルなうどんに、なかなか食べることのない馬肉が乗っています。平日のお昼時はかなりお店が混んでいて、たくさんの人から愛されているのだと感じました。信州は昭和の中頃くらいまでは馬に荷役をさせていた地方で、その農耕馬をつぶして食べる文化が当たり前のようにあるそうです。また食べに行きたいです。	2020-11-01
	88	[image: 小室節発祥の地　碑]	小室節発祥の地　碑	小諸市御幸町の平和公園内に昭和63年11月第10回小室節全国大会を記念して小室節保存会が建立。

　平安時代御牧ケ原で朝廷に献上する馬を育てていましたが、馬の飼育を教えてた、モンゴルの人たちの歌が小室節となり、それが全国の追分節になったと言われています。


最近、小室節も小諸馬子唄も聞かれなくなったように思います。

参考
小諸市ホームページ
https://www.city.komoro.lg.jp/official/kanko_sangyo/kanko/rekishi_bunka/3770.html	2020-09-16
	89	[image: 勝俣英吉郎と上田市民大学]	勝俣英吉郎と上田市民大学	上田市の勝俣英吉郎は蚕都上田の絶頂期に当たる1922年、第２代市長となり文教に重点を置いた施策を次々と実施します。その一つに「上田市民大学」があります。勝俣自身、上田自由大学の聴講生でもあり、「先ず郷土を知れ」の信条のもと、後に『上田市史』(1940)を執筆する藤澤直枝を起用し、地域に密着した学習を奨励したと言います（下記参照）。

地域学習の原点としても顕彰される実践です。

-----------------------------------------------------
上田市民大学開講
　上田自由大学の聴講生だった勝俣英吉郎は大正十三年七月、市長に就任すると同年九月に上田市民大学を発足させました。勝俣は図書館の充実、市営運動場建設、徴古館（現上田市立博物館）の開館など社会教育重視の施策を打ち出しましたが、市民大学開講もその一つでした。「先ず	2020-08-25
	90	[image: 絵馬ロード]	絵馬ロード	たくさんの絵馬がかけられている一本道。参拝者はここに絵馬をかけ願い事を成就させる。絵馬のデザインにも複数あり、真田の家紋や兜のデザインなどがあった。人々の様々な願いがありとても印象的でエモを感じた。	2020-08-08
	91	[image: 【願いが叶うかも？】真田神社の絵馬アーチ]	【願いが叶うかも？】真田神社の絵馬アーチ	上田城の門を抜けてすぐ左手に見える，赤い柵が目を引く絵馬のアーチ。余すところなく付けられた絵馬の一つ一つに誰かの願いが込められていると考えるとさらに壮観な景色に思えてくる。絵馬を見てみると，学業成就や健康祈願，恋愛成就や好きなアイドルの応援など多種多様な内容のものがあり，老若男女問わず色んな人々が訪れて愛してくれていることがよく伝わってくる。また，外国語で書かれた絵馬も沢山見受けられ外国人の観光にもおすすめのスポットである。
値段も600〜円とリーズナブルなので一度訪れたら是非絵馬を飾ってみたらどうだろうか。	2020-08-07
	92	[image: 上田市シティプロ映像2020第1集・学生によるセレクション]	上田市シティプロ映像2020第1集・学生によるセレクション	長野大学企業情報学部「デジタル映像表現」2020（担当：前川道博）制作課題その１
「上田市シティプロモーション映像」2020第１集
受講生どうしで評価し合った動画のセレクション。第１位から第３位まで投票数の多かった順に並べます。

【第1位/10票】うえだ こっぱなし ～鹿教湯温泉文殊堂編～

《学生の評価コメント》
★上田市の工芸品であるこっぱ人形を主人公として、こっぽ人形の視点から映像が作られていて見ていて飽きなかった。
★人形に案内をさせるというオリジナリティあふれる内容でストップモーションの手間暇もしっかりかかっ	2020-08-02
	93	[image: 真田神社]	真田神社	上田城跡公園近くにある真田神社。

入り口や参拝場付近に複数の言語で書かれた注意書きや説明書きがあり、とても親切。改めて観光地なんだなあと実感。

赤色の絵馬のトンネルがフォトジェニック。思わず写真撮りたくなっちゃう。

参拝の際に盲者のために音声ガイドが付いていたり、鈴が手をかざすとセンサーが反応して鳴る仕組みだったり、いろいろな工夫がされていて素敵だと思った。

道も舗装されているので、神社内は車いす利用者とかでも参拝できそう。

奥には真田の井戸もあったがここは舗装されていない砂利道だった。

思った以上に規模が大きくはなかったが、行ったことがないのなら一度行ってみるのもいいと思う。	2020-07-26
	94	[image: 人物３１　小島玉馬]	人物３１　小島玉馬	玉馬は麦二の子。(略)
年六十四。

『上田市史・下巻(1940)』1041頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-20
	95	[image: 下塩尻蚕種製造民家群の佇まい]	下塩尻蚕種製造民家群の佇まい	2017/11/27の記録。日本一の蚕種製造地を私は「上塩尻蚕種製造民家群」と呼んできましたが、より包摂的には「塩尻地区蚕種製造民家群」と呼ぶのが適切です。本日、日本ナショナルトラストのUさんが上田に来訪され、地元の方と塩尻地区（秋和・上塩尻・下塩尻）を見聞しました。

下塩尻はこれまであまり見聞したことがなく、地元のMさんの御案内で私も認識を新たにしました。下塩尻は北国街道沿いばかりでなく、千曲川沿いの一帯に「蚕種製造民家群」が集積しています。上塩尻と違い、千曲川沿いの低地に屋敷が広がっているせいか、一軒一軒の家々の敷地が広く、狭いところに屋敷がひしめきあう上塩尻とは対照的です。総じてゆったり感があります。その佇まいが下塩尻の景観をなしています。川べりという立地のせいか、集落の景観が群馬県	2020-07-18
	96	[image: 全国町並みゼミで上塩尻をエクスカーション]	全国町並みゼミで上塩尻をエクスカーション	全国町並みゼミが2018/11/16～18の３日間にわたり松代を会場に開催されました。全国から200名を超える人々が集う全国規模のイベントです。最終日11/18の午後、いくつかのコースに分かれてエクスカーションを実施しました。

私が企画したのは「蚕都上田エクスカーション」です。参加者は７名と少数ながら、全国から町並みに関心のある方々が参加しました。全国から来られた意識の高い方々だけに関心の向かい方も違い、案内する私の方が大きな刺激を受けました。地元の方々にも参加・同行していただき、直接、地元の方々と現地交流できたことも得難い体験として受け止めていただけました。give, then takeの大切さを改めて感じました。

当日は全国町並みゼミの午前のまとめ会の終了後、会場のロイヤルホテル長野をマイクロバスで出発。千曲川沿い	2020-07-18
	97	[image: 臼田橋の由来]	臼田橋の由来	【もろもろ小諸】臼田橋の由来
本町から相生町に抜ける「おふらや小路」、松井川に架かる「臼田橋」は個人で開道、架橋された。小諸商人の心と力を感じる。由来がレストラン車留夢の入口に掲げられている。

「おふらや新道と臼田橋の由来

明治二十一年信越線が開通した頃は小諸驛へ直行する主要道路がなく、

本町方面から停車場への往来は現在の東電前からパリの湯前を経て筒井町へ抜ける迂回路に頼っていた。

因って明治三十六年当時本町在住の呉服太物商臼田彦五郎義敬が、菱野、六供、本町地区から停車場への交通の便を図るため私有地を開鑿（かいさく）して本町より現在の相生町への開道と中間を流れる松井川への架橋を計画したが、たまたま日露両国の開戦により延計し開道と架橋の完成は明治四十四年七月、道路はおふらや	2020-07-16
	98	[image: 人物37 相馬通孝]	人物37 相馬通孝	上田藩士、與右衛門と稱す。(略)
文政年間の作なる「童歌田面のさかへ」はよく時勢に適中せりと謂はる。


『上田市史・下巻(1940)』1236頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-15
	99	[image: 人物70 金子馬治]	人物70 金子馬治	氏は明治三年一月十日小県郡殿城村嘉伊作長男として生る、(略)

『上田市史・下巻(1940)』1289・1290・1291頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-15
	100	[image: 上田と生糸貿易-3　~明治期の信州の蚕糸生産~]	上田と生糸貿易-3　~明治期の信州の蚕糸生産~	明治初期の日本の生糸生産は、富岡製糸場に代表されるように、信州よりも上州（群馬県）のほうがさかんであった。しかし、官営模範工場を通して西洋技術を上州は得られたにも関わらず、その後蚕糸生産の中心は信州に移るのである。それには理由があった。信州では、研修生を富岡に派遣するなどして技術を獲得するだけでなく、その欠点を見直し独自の器械製糸の開発に成功。また、官営特有のコストの高さを見抜き設備投資などでコストを大幅に削減した民営工場を林立させた。その結果、生糸の大量生産に成功し、時代とともにその品質も向上させていったのである。これにより、信州は蚕糸王国を築き上げたのである。

画像は「岡谷シルク」より
URL:https://okayasilk.jp/	2020-07-15
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